
令和元年月日 火曜日 (第号付録) 月目録官 報
一
七

〇

一
三
〇

人
事
院
規
則
一
七

〇
（
管

理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

二
五

一

〇
国
家
公
安
委
員
会

五

原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助

車
等
の
型
式
認
定
の
手
続
等

に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

一
九
117
二
〇

六

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報

通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
家

公
安
委
員
会
の
所
管
す
る
関

係
法
令
に
規
定
す
る
対
象
手

続
等
を
定
め
る
国
家
公
安
委

員
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

一
九
117
二
三

七

運
転
免
許
に
係
る
講
習
等
に

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

一
九
117
二
四

〇
個
人
情
報
保
護
委
員
会

三

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

第
四
章
の
二
の
規
定
に
よ
る

行
政
機
関
非
識
別
加
工
情
報

の
提
供
に
関
す
る
規
則
及
び

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す

る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
第
四
章
の
二
の
規
定

に
よ
る
独
立
行
政
法
人
等
非

識
別
加
工
情
報
の
提
供
に
関

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

一
〇

三

〇
原
子
力
規
制
委
員
会

四

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化

等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
原
子
力
規
制
委
員

会
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す

る
規
則

一
三
114

告

示

〇
内

閣

七

即
位
礼
正
殿
の
儀
を
国
の
儀

式
と
し
て
行
う
件

二
六

六

八

祝
賀
御
列
の
儀
を
国
の
儀
式

と
し
て
行
う
件

二
六

六

九

饗
宴
の
儀
を
国
の
儀
式
と
し

て
行
う
件

二
六

六

一
〇

即
位
礼
正
殿
の
儀
の
細
目
に

関
す
る
件

二
六

六

一
一

祝
賀
御
列
の
儀
の
細
目
に
関

す
る
件

二
六

七

一
二

饗
宴
の
儀
の
細
目
に
関
す
る

件

二
六

七

〇
内

閣

府

八
五

教
育
・
保
育
及
び
地
域
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
提

供
体
制
の
整
備
並
び
に
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
給
付
並
び

に
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
及
び
仕
事
・
子
育
て

両
立
支
援
事
業
の
円
滑
な
実

施
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本

的
な
指
針
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示

三
105

一

八
六

〃

一
〇
110

一

八
七

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執

行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

等
の
規
定
に
基
づ
き
、
内
閣

府
本
府
所
管
の
補
助
金
等
の

交
付
に
関
す
る
事
務
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
九
117
二
五

八
八

特
定
教
育
・
保
育
、
特
別
利

用
保
育
、
特
別
利
用
教
育
、

特
定
地
域
型
保
育
、
特
別
利

用
地
域
型
保
育
、
特
定
利
用

地
域
型
保
育
及
び
特
例
保
育

に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定

に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示

二
七
123
五
五

八
九

災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
の

程
度
、
方
法
及
び
期
間
並
び

に
実
費
弁
償
の
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件

三
〇
126
八
六

九
〇

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
法
律
に
よ
る
救
援

の
程
度
及
び
方
法
の
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇
126
八
九

九
一

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則

第
十
九
条
の
十
五
第
七
項
の

規
定
に
基
づ
き
内
閣
総
理
大

臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て

定
め
る
利
率
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇
126
九
二

〇
内
閣
府
、
総
務
省

一

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

第
十
九
条
第
七
号
の
規
定
に

よ
り
地
方
税
関
係
情
報
を
照

会
す
る
場
合
に
本
人
の
同
意

が
必
要
と
な
る
事
務
を
定
め

る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る

件

三
〇
126
九
三

〇
宮

内

庁

一
五

皇
族
た
る
皇
室
会
議
の
議
員

及
び
そ
の
予
備
議
員
の
互
選

に
お
い
て
当
選
し
た
件

一
一

二

〇
国
家
公
安
委
員
会

三
三

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会

決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等

を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す

る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産

の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
公
告
事
項
に
変

更
が
あ
っ
た
公
告
国
際
テ
ロ

リ
ス
ト
を
公
告
す
る
件

六
108
四
二

三
四

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県

セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

公
益
財
団
法
人
暴
力
追
放
広

島
県
民
会
議
か
ら
住
所
等
の

変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

一
九

四

三
五

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県

セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

公
益
財
団
法
人
香
川
県
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
か

ら
代
表
者
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
件

一
九

四

三
六

交
通
の
方
法
に
関
す
る
教
則

の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
九
117
二
五

三
七

駆
動
補
助
機
付
自
転
車
の
型

式
認
定
番
号
を
指
定
し
た
件

二
四

三

三
八

普
通
自
転
車
の
型
式
認
定
番

号
を
指
定
し
た
件

二
四

四

〇
個
人
情
報
保
護
委
員
会

二

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
第
五
十
八
条
第
一
項
第

二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
認

定
個
人
情
報
保
護
団
体
の
認

定
を
取
り
消
す
件

一
二

一


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